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今
年
３
月
議
会
で
、
公
会

堂
の
耐
震
結
果
が
発
表
さ

れ
、
大
規
模
地
震
で
倒
壊
の

恐
れ
が
あ
る
と
判
定
。
耐
震

改
修
費
用
７
億
１
９
０
０
万

円
、
設
備
改
修
費
用
５
億
７

８
０
０
万
円
と
合
わ
せ
る
と

約
１
３
億
円
も
の
費
用
が
か

か
る
―
と
い
う
試
算
が
示
さ

れ
ま
し
た
。 

 

 

追
加
調
査
予
算 

 
 

 

計
上
を
見
送
る 

  

追
加
調
査
予
算
の
計
上
が

見
送
ら
れ
た
９
月
議
会
で

は
、
当
局
か
ら
は
追
加
調
査

に
４
５
０
０
万
円
、
期
間
も

１
３
ヵ
月
半
か
か
る
な
ど
消

 

米
子
市
公
会
堂
の
存
続
を

め
ぐ
る
動
き
が
重
大
な
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
七

月
議
会
で
市
長
は
、
「
耐
震

の
さ
ら
に
精
密
な
調
査
を
す

る
た
め
の
追
加
調
査
費
を
九

月

議

会
に

上
程

す

る
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

九
月
議
会
で
は
予
算
計
上
な

し
。
ま
た
、
市
長
は
「
十
二

月
議
会
前
に
も
公
会
堂
の
存

廃
も
含
め
判
断
す
る
」
と
し

て
い
ま
す
が
、
当
局
か
ら
は

存
続
に
向
け
て
消
極
的
な
発

言
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

「
市
民
の
宝
」
を
守
る
い
っ

そ
う
の
世
論
の
高
ま
り
が
求

め
ら
れ
ま
す
。 

極
的
な
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
は
大
手
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
の
情
報
の

み
に
も
と
づ
い
た
判
断
。
市

民
や
公
会
堂
利
用
団
体
、
地

元
の
建
築
専
門
家
か
ら
意
見

を
聴
く
と
い
う
姿
勢
は
み
ら

れ
ま
せ
ん
。 

 

公
会
堂
は
全
国
的
に
著
名

な
建
築
家
・
故
村
野
藤
吾
氏

の
設
計
に
よ
る
建
築
で
、
グ

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
思
わ
せ
る

独
特
な
外
観
、
ま
た
１
９
５

８
年
の
建
設
時
、
総
工
費
１

億
７
６
０
０
万
円
の
う
ち
５

２
０
０
万
円
余
は
多
数
の
市

民
か
ら
の
募
金
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
た
と
い
う
経
緯
も

市
長
は
市
民
・
専
門
家
の
意
見
に
耳
を
傾
け
よ 

米子市公会堂 

あ
っ
て
、
市
民
に
と
っ
て

は
思
い
入
れ
の
強
い
施

設
。
ホ
ー
ル
の
利
用
状
況

も
平
成
２
１
年
度
の
稼
働

率
が
６
４
・
６
％
で
、
同

じ
年
の
鳥
取
梨
花
ホ
ー
ル

５
３
・
６
％
、
未
来
中
心

５
０
・
３
％
と
比
べ
て
も

“
好
成
績
”
を
残
し
て
い

ま
す
。 

 

 

存
続
求
め
る
署
名 

 
 

４
万
４
千
超
え
る 

  

こ
の
よ
う
な
米
子
の
シ
ン

ボ
ル
的
施
設
で
あ
り
、
中
心

市
街
地
の
大
き
な
核
と
な
っ

て
い
る
文
化
の
殿
堂
。
存
続

に
向
け
た
陳
情
が
、
４
万
４

千
名
を
超
え
る

署
名
を
添
え
て

市
議
会
に
提
出

さ

れ

て

い

ま

す
。
ま

た
、
年

間
１
０
万
人
の

集
客
力
が
あ
る

こ

と

を

み

て

も
、
そ

の

存

廃

は
周
辺
商
店
街

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
で
す
。
「
市
民
の
宝
」
・

公
会
堂
を
使
い
続
け
て
い
け

る
よ
う
、
さ
ら
に
声
を
上
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

｢市民の宝｣存続 
の声を強めよう 

 
 

 
 

市
長
が
同
意 

 
 

 

共
産
党
は
反
対 

  

野
坂
米
子
市
長
は
崎
津
が

い
な
タ
ウ
ン
（
崎
津
工
業
団

地
）
の
ボ
ー
ト
ピ
ア
進
出
に

正
式
同
意
を
表
明
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ｒ
Ａ
場
外
馬
券
売
り

場
の
す
ぐ
隣
の
土
地
３
ｈ
ａ

を
４
億
円
で
、
ボ
ー
ト
ピ
ア

施
設
を
建
て
る
た
め
に
売
却

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

共
産
党
市
議
団
は
、
場
外

馬
券
場
の
隣
に
舟
券
売
り
場

ま
で
も
誘
致
す
る
こ
と
に
反

対
し
ま
し
た
。
教
育
や
生
活

環
境
へ
大
き
な
悪
影
響
が
あ

る
こ
と
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存

は
家
庭
や
人
格
も
壊
す
危
険

な
病
気
で
あ
る
こ
と
、
市
民

の
健
康
・
福
祉
に
責
任
の
あ

る
市
が
そ
の
種
を
蒔
い
て
は

な
ら
な
い
。
年
間
３
５
億
円

が
ボ
ー
ト
ピ
ア
の
売
り
上
げ

見
込
み
。
米
子
市
周
辺
か
ら

本
来
な
ら
消
費
な
ど
に
使
わ

れ
る
お
金
が
舟
券
売
り
場
に

吸
い
上
げ
ら
れ
、
今
厳
し
い

地
域
経
済
が
ま
す
ま
す
落
ち

込
む
と
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

 
 

ボ
ー
ト
ピ
ア
と
は
？ 

  

ボ
ー
ト
ピ
ア
は
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
で
各
地
の
競
艇
場
の

中
継
を
映
し
出
し
て
、
発
券

機
で
舟
券
を
買
う
施
設
で

す
。
年
間
３
５
０
日
、
朝
１

０
時
か
ら
夜
９
時
ま
で
開
催

し
ま
す
。 

 

ボ
ー
ト
ピ
ア
開
設
の
国
土

交
通
省
へ
の
手
続
き
は
、
①

地
元
首
長
の
同
意
②
地
元
同

意
③
議
会
が
反
対
決
議
を
し

て
い
な
い
こ
と
が
条
件
で

す
。
崎
津
の
連
合
自
治
会
が

同
意
の
結
論
を
出
し
た
こ

と
、
鳥
取
県
西
部
革
新
懇
が

９
月
議
会
に
出
さ
れ
て
い
た

誘
致
反
対
の
陳
情
が
不
採
択

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
正
式

同
意
の
表
明
と
な
っ
た
も
の

で
す
。 

 

 

市
民
に
十
分
な
説
明
も
せ

ず
、
意
見
も
聞
か
な
い
ま
ま

に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
の

ボ
ー
ト
ピ
ア
進
出
問
題
。
市

民
に
知
ら
せ
反
対
の
声
を
拡

げ
る
た
め
に
頑
張
り
ま
す
。 

米
子
に 

 

場
外
舟
券
売
り
場
は
い
ら
な
い 

石橋よしえ 
党議員団幹事長 

建設水道常任委員

会、中 海 問 題 等 調

査特別委員会 

�� 
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①日本軍「慰安婦」問題の
解決を目指す法制定を求め
る意見書の提出を求める陳
情 
②新たな保育制度改革の導
入に反対し、すべての子ど
もの健やかな育ちを保障す
るための意見書提出を求め
る陳情書 
③「所得税法第５６条の廃
止」を求める意見書提出を
求める陳情書 
④崎津がいなタウンの土地
を場外舟券売り場に売却す
ることに反対する陳情 
⑤子宮けいがん予防ワクチ
ン接種の米子市における公
費助成を求める陳情書 

陳情に対する議員の態度  （○は陳情に賛成、×は反対） 

  
共
産
党

共
産
党

共
産
党

共
産
党    

蒼
生
会   

公
明
党  

 

青 

嵐 
 

民
主
・ 

連
合 

一
院
ク 

市
民
派 

一 

歩 

仁 

ム
ス
カ
リ 

コ
モ
ン
ズ 

虹 

  

石
橋
石
橋
石
橋
石
橋    

佳
枝
佳
枝
佳
枝
佳
枝    

岡
村
岡
村
岡
村
岡
村    

英
治
英
治
英
治
英
治    

松
本
松
本
松
本
松
本    

松
子
松
子
松
子
松
子    

岩
崎 

康
朗 

尾
沢 

三
夫 

竹
内 

英
二 

野
坂 

道
明 

藤
尾 

信
之 

松
田 

 

正 

湯
浅 

敏
雄 

渡
辺 

穣
爾 

渡
辺 

照
夫 

笠
谷 

悦
子 

原 
 

紀
子 

安
木 

達
哉 

安
田 

 

篤 

国
頭 

 

靖 

小
林 

重
喜 

松
井 

義
夫 

矢
倉 

 

強 

伊
藤
ひ
ろ
え 

稲
田 

 

清 

西
川 

章
三 

遠
藤 

 

通 

中
川 

健
作 

吉
岡 

知
己 

中
田 

利
幸 

門
脇 

邦
子 

杉
谷
第
士
郎 

山
川 

智
帆 

① ○ ○ ○ × × × × × × × × 議長 × × × × ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × × 

② ○ ○ ○ × × × × × × × × 議長 × × × × × × × × × × × × × × × × × × 

③ ○ ○ ○ × × × × × × × × 議長 × × × × × × × × ○ × × × ○ × × ○ × × 

④ ○ ○ ○ × × × × × × × × 議長 × × × × × × × × ○ × × × ○ × × ○ × × 

⑤ ○ ○ ○ × × × × × × × × 議長 × × × × ○ × × × ○ ○ × × ○ × × ○ × ○ 

岡
村
え
い
じ
議
員
の
一
般
質
問 

 

●
保
育
所
、
小
中
学
校
に 

 
 

 
 

エ
ア
コ
ン
設
置
を 

 

猛
暑
が
長
引
い
た
今
年
の
夏
。
園

児
が
一
日
の
大
半
を
過
ご
す
保
育
室

へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
は
、
市
立
保
育

園
で
は
ま
だ
ま
だ
の
状
態
。
「
補
助

事
業
の
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
て
整
備

を
進
め
た
い
」
と
の
答
弁
を
引
き
出

し
ま
し
た
。 

 

小
中
学
校
の
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
も
、
環
境
改
善
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
と
の
教
育
長
か
ら

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

●
後
藤
ヶ
丘
中
学
校
の 

 
 

 

旧
体
育
館
の
改
築
を 

 

解
体
撤
去
、
改
築
の
方
針
が
あ
り

な
が
ら
、
６
年
前
か
ら
使
え
な
い
ま

ま
放
置
さ
れ
て
き
た
老
朽
化
し
た
体

育
館
。
２
０
１
２
年
度
か
ら
体
育
の

事
業
時
間
が
増
え
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
早
期
の
改
築
を
主
張
。
市
長
も

 

検
討
を
約
束
し
ま
し
た
。 

  

こ
の
ほ
か
、
▼
西
部
地
震
か
ら
１

０
年
。
地
震
対
策
の
充
実
を
求
め
る

▼
住
民
合
意
の
な
い
保
育
所
民
営
化

は
中
止
を
▼
中
学
校
給
食
の
早
期
実

施
を
求
め
る
―
な
ど
の
問
題
で
質
問

し
ま
し
た
。 

松
本
松
子
議
員
の
一
般
質
問 

 

●
国
保
資
格
証
の 

 
 

 
 

発
行
を
や
め
よ 

 

米
子
市
は
６
５
８
世
帯
に
資
格
証

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
資
格
証
世
帯

は
受
診
を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
我
慢
し
、

担
ぎ
込
ま
れ
た
時
は
す
で
に
手
遅
れ

と
い
う
命
の
危
険
な
事
態
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。 

 

厚
労
相
は
、
「
払
え
る
の
に
払
わ

な
い
と
い
う
こ
と
が
本
当
に
証
明
出

来
た
場
合
以
外
は
慎
重
に
と
お
願
い

し
て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。 

 

青
森
市
で
は
、
資
格
証
世
帯
の
実

態
調
査
を
行
い
、
九
割
が
所
得
二
百

万
円
以
下
の
払
い
た
く
て
も
払
え
な

い
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
世
帯

に
は
資
格
証
の
発
行
を
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。 

 

米
子
市
は
、
そ
う
し
た
実
態
調
査

を
行
っ
た
の
か
、
調
査
出
来
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
法
定
減
免
世
帯
へ
は
資

格
証
の
発
行
を
や
め
る
べ
き
で
は
な

い
か
、
と
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

市
長
は
、
「
負
担
の
公
平
を
損
な

 

米
子
市
議
会
で
い
ま
、
議
員
定
数
削

減
問
題
が
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。
議
員

の
数
が
減
ら
さ
れ
れ
ば
、
市
民
の
声
を

議
会
に
届
け
、
市
民
の
目
線
で
行
政
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
―
、
そ
の
役
割
が
弱

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

今
年
６
月
に
改
選
さ
れ
る
前
の
議
会

に
、
市
民
か
ら
議
員
定
数
削
減
を
求
め

る
陳
情
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

審
議
未
了
で
廃
案
と
な
り
ま
し
た
。
引

き
続
き
新
し
い
議
会
で
論
議
す
る
こ
と

が
必
要
―
と
の
意
見
で
、
議
会
内
に
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
定
数
問
題
と

議
会
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
合
わ

せ
て
論
議
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

削
減
の
目
的
と
し
て
一
般
的
に
い
わ

れ
る
の
が
「
財
政
が
厳
し
い
な
か
、
議

会
費
も
減
ら
す
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
議

論
。
し
か
し
、
米
子
市
の
場
合
予
算
額
の

推
移
を
調
べ
て
見
ま
す
と
、
総
予
算
額
は

淀
江
と
の
合
併
以
前
と
比
べ
２
０
１
０
年

度
（
平
成
２
２
年
度
）
は
６
・
９
％
ほ
ど

伸
び
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議
会
費

は
６
８
・
８
７
％
と
約
３
分
の
２
ほ
ど
に

ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
（
表
参
照
）
。
こ

れ
以
上
に
議
会
費
を
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

議
員
数
が
少
な
く
な
れ
ば
、
少
数
者
、

と
り
わ
け
弱
い
立
場
の
市
民
の
声
が
届
き

に
く
く
な
り
、
市
長
の
姿
勢
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
力
も
弱
ま
り
ま
す
。 

 

特
別
委
員
会
で
は
２
年
以
内
に
結
論
を

出
す
方
向
で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

う
」
と
冷
た
い
答
弁
に
終
始
し
ま
し

た
。 

  

こ
の
ほ
か
、
「
子
ど
も
手
当
」
の

給
付
と
引
き
換
え
に
特
別
控
除
の
廃

止
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
増
税
と
な

り
、
税
額
で
決
ま
る
保
育
料
も
上
が

る
こ
と
に
な
る
。
子
育
て
支
援
に
逆

行
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
現
行
で
す
え
お
く
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。 


年度 年度 

年度
／年度 

予算総額   ％ 

議会費   ％ 

議会費の占める割合 ％ ％ 

議会費の推移 
（年度は旧米子市と淀江町を合わせた予算額、単位千

議 

員 

定 

数 

削 

減 

石
橋
よ
し
え
議
員
の
一
般
質
問 

 

●
介
護
保
険
の
抜
本
的
見
直
し
を 

 

来
年
度
の
大
改
定
で
、
要
支
援
の

介
護
保
険
の
対
象
か
ら
外
す
な
ど
福

祉
切
り
捨
て
が
進
む
と
心
配
さ
れ
る

介
護
保
険
。
利
用
者
や
家
族
の
切
実

な
願
い
に
応
え
る
見
直
し
を
求
め
ま

し
た
。 

 

●

米
子
で
８
６
２
人
待
機
の
特
養

の
緊
急
整
備
を
【
市
長
】
２
１
～
２

３
年
度
は
建
設
し
な
い
●

家
族
介
護

に
は
限
界
が
あ
る
。
施
設
整
備
な
ど

の
支
援
を
【
市
長
】
小
規
模
多
機
能

型
施
設
を
４
カ
所
増
、
１
０
カ
所
に

●

認
定
調
査
に
は
実
態
の
判
る
ケ
ア

プ
ラ
ン
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
委
託
す
べ
き
【
福
祉
保
健
部
長
】

公
平
性
の
た
め
サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る

事
業
所
以
外
の
事
業
所
に
委
託
●

軽

度
の
人
の
介
護
ベ
ッ
ド
の
取
り
上
げ

や
め
よ
【
福
祉
保
健
部
長
】
医
師
の

判
断
な
ど
必
要
認
め
ら
れ
れ
ば
利
用

が
で
き
る 

 

介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
減
免
、

介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
、
介
護
認
定

の
見
直
し
も
求
め
ま
し
た
が
、
い
ず

れ
も
国
の
方
針
・
施
策
を
待
つ
姿
勢

で
し
た
。 

  
こ
の
ほ
か
、
▼
米
子
市
公
会
堂
の

存
続
を
▼
ボ
ー
ト
ピ
ア
進
出
に
同
意

撤
回
を
の
二
つ
の
質
問
し
ま
し
た
。 

市
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
り
ま
す 


